
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

波濤 留子 はとう るこ

サラマンダー
オルクス

UGN支部長C

20

無知

結社の一員

殺戮

危険な仕事

飲んだくれ支部長

女

33

オリジナル

2
1
2
3

0
0
1
0

0
0
0
0

2
1
3
3

27
5
5
10
20

4
1 4

UGN UGN
裏社会
噂話

2 2
1
1

緋命炎域ひめいえんいき ＲＣ 3r+4

0 0

起源種
波濤勇

レイリ・アシエ

懐旧
尊敬

連帯感

無関心
猜疑心
憐憫

コネ:UGN幹部
コネ:情報屋

コネ:噂好きの友人
コネ:手配師

コネ:要人への貸し
情報収集チーム
応急手当キット

14

ワーディング

リザレクト

氷熱の軍団

コンセントレイト:オルクス

アニマルテイマー

大地の牙

氷の塔

妖精の手

超人的代謝

地獄耳

★

0

5

2

3

1

4

2

1

1

-

1d10

10

2

3

1

4

4

-

-

オート

気絶時

イニシアチブ

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

オート

常時

メジャー

視界

-

視界

-

-

視界

視界

視界

至近

至近

シーン

自身

シーン（選択）

-

-

-

範囲(選択)

単体

自身

自身

自動

自動

自動

-

-

対決

対決

自動

自動

自動

-

↓100

120

-

-

-

-

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

ラウンド間の対象の攻撃力+[LV×4]、1シナリオ1回

C値-LV(下限7)

判定D+LV+1

攻+LV+2の射撃攻撃、ドッジ判定D-1、同エンゲージ不可

攻+[LV×3]の射撃攻撃、同エンゲージ不可

判定のダイス目を10に、1判定1回、1シナリオLV回

ケガやアルコールやドラッグを高速分解する、ただし大食いになる

物事の情報手に入る、必要であればRC判定

波濤 留子 はとう るこ
緋命炎域　カグツチ
一人称:アタシ　二人称:〇〇ちゃん　三人称:あいつ

●出自
【結社の一員】
一流企業「クリスタルアシエカンパニー」役員、波濤勇の子として生まれた。
母親である緋宴夕理子は「クリスタルアシエカンパニー」の一部研究事業の研究員であり、
当時はエフェクトを使用した食材の大量生産について研究していた。
その際に夕理子は起源種のレネゲイドに感染し、留子も起源種の力を持つこととなった。
波濤勇は当初、留子を認知せず、多額の賠償金を積んで話をなかった事にした。
夕理子は留子を出産する際に留子の強いエフェクトの作用によって死亡してしまう。
が、その症状によって波濤は留子がオーヴァードであることを察し、留子を引き取ることとなった。

●経験
【危険な仕事】
一流企業「クリスタルアシエカンパニー」役員兼父親である波濤勇(はとうゆう)の元でレネゲイド関連の仕事を行っていた。
主にオーヴァードの勧誘や、実験・研究への協力、管理、情報収集、FHやUGNへの対処などを行っていた。
時には戦闘行動やチームを組んで戦うことなども経験していた。
現在は「クリスタルアシエカンパニー」とUGNは協力関係にあるため（資金と人材の提供←→情報提供）、UGNの支部長に出向(?）している。
UGNの支部長としてはのんだくれの支部長を繕っている。
波濤の娘として仕事をするときは感情が凍ったようになるが、UGNでの仕事は素でやっている。
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